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要約
　本研究の目的は、初心者にふさわしいピアノの楽譜を明らかにすることである。高津高校２年生４０人に

とったアンケートによって、ページ数が多く音符が大きい楽譜が人気であることがわかった。したがって本

研究で使用した導入楽譜の中では比較的音符が大きく音楽記号や音楽用語の説明がたくさん載せられ

ているこどものバイエル（音楽之友社）が最もふさわしいということがわかった。

１．はじめに
　知り合いから「今からピアノを始めたいけれど、楽譜の種類が多すぎて初心者はどれを選べばいいのか

わからない」と 言う話を聞き、初心者にとって最も使いやすい楽譜はどれなのか調べることにした。

２．研究手法
≪実験１≫

①こどものバイエル（ドレミ楽譜出版社）、こどものバイエル併用曲集（ドレミ出版社）、こどものバイエル

（音楽 之友社）、バーナム導入書（全音楽譜出版社）、小学生のピアノ入門（ドレミ音楽出版社）のそれぞ

れの楽譜の特徴を調べ、まとめる。

≪実験２≫

②高津高校２年生４０人に楽器、楽譜についてアンケートを実施。

③上記２つから初心者に適した楽譜はなにかを導き出す。

３．結果
≪実験１≫

・こどものバイエル（ドレミ楽譜出版社）：速度記号の隣に詳しい指示が書いてあったり、ところ どころ符号

や記号の説明があるのが特徴。

・こどものバイエル（音楽之友社）：ドレミ楽譜出版社よりも音符が大きく、ところどころ符号や記号の説明

があるのが特徴。

・バーナム導入書（全音楽譜出版社）：最初から両手を使う楽譜になっているのが特徴。イラストはシンプ

ルで、棒人間が楽譜のタイトルのモチーフになった動きをしている。

・小学生のピアノ入門（ドレミ楽譜出版社）：譜面一つ一つに有名な童話や簡単な単語（にちようび、こい

ぬ 等）などの名前がついている。ところどころ歌詞がついている。他の楽譜とは違い、 曲と曲の間ではな

く最初に まとめて符号や記号の説明があるのが特徴。

≪実験２≫

質問１　あなたは楽器経験者ですか？→経験者３３人、未経験者７人



質問２　 楽器経験者の方に質問します。どこで経験しています（していました）か？→経験した機会は習

い事が一番多く、その次に部活が多かった。

質問３　楽器経験者の方に質問します。何の楽器をしています（していました）か？（自由回答）→ピアノ

が一番多く（１５名）、他には管楽器が多く見受けられた。

質問４　楽器経験者の方に質問します。どのくらいの時間その楽器をしています（していました）か？→期

間は半年以上５年以下が一番多く、その次に５年以上１０年以下が多かった。



質問５　あなたがピアノを始める初心者だとして、どちらの楽器を使いたいと思いますか？→全体では

ページ数は多いが音符が大きい楽譜という意見のほうが多く、そのなかでも未経験者は計７人の内、4

人はページ数は多いが音符が大きい楽譜の方を使いたいという意見が多かった。

４．考察
未経験者は譜読みが早くできないので、ページ数が多くても音階が把握しやすい、音符が大きい 楽譜

の方 が取り組みやすいのではないかと考えた。

５．結論
　以上の結果により、初心者にとって一番ハードルが低く、扱いやすいピアノの導入楽譜は、音符が大き

く印刷されていることで多少ページ数が多いものの、音階が把握しやすいこどものバイエル（音楽之友

社）だという結論に至った。

　今回は、高津高校に在籍する４０名の高校２年生という枠に絞ってアンケートを実施したため、結果に

少し偏りがあったように感じる。なので次回以降はもっと年代やアンケートを実施する区域を広げてみると

また違った結果が得られるのではないかと思う。またアンケートの一部の結果を活かしきれていなかった

ので、今回のアンケート結果をより深堀した別の題材に取り組んでみるのも良いのではないかと感じた。
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